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論文内容の要 t::. 目
口腔粘膜の上皮細胞は、他の上皮組織におけると同様に、腔芽層で新生され、中間層、表層におよ
び、その表面より剥離脱落し更新されるものである。口腔粘膜の一部である歯肉上皮においても、多
少その様相を異にするが、その代謝経路はほゾ同様である。しかし、われわれが日常の歯科臨床にお
いて、しばしば遭遇する慢性辺縁性歯肉炎においては、病的歯肉嚢の形成や内縁上皮における漬虜形
成がみられるほかに、歯肉上皮は浮腫と炎性細胞の浸潤する上皮下結合織中に侵入増殖する。
このような異常な環境下では、歯肉上皮の細胞代謝にも何らかの変化が起ることは当然で、ある。し
たがって、口腔粘膜、とくに歯肉上皮の動態を正確に把握することは、臨床的立場からも大いに意義
があることと考えられる。そこで、著者は、マウスを用い、起炎剤として Croton oil と界面活性剤
tween20の等量混合液を連日その臼歯部歯肉に塗布し、同部に人工的の慢性炎を惹起させ、歯肉上皮
をHirt ， Hartle & M?lemann (1955) 、 Beagrie & Skougaard (1962) らに従って epithelial attachment 
(以下E.A ・と略す)、 downgrowing oral epithelium (以下D ・ 0 ・ E ・と略す)、 oral epithelium (以
下0 ・ E ・と略す) と、さらに本研究では、歯の近・遠心的縦断切片標本上で、観察されるinterdental papilla 
の上皮(以下1 . P ・と略す)を区分し、これら各部における歯肉上皮の細胞代謝を H 3 - thymidine 
を用いたantoradiography により、上皮細胞の移動と、 radioactive index (総細胞数に対する label され
た細胞数の百分率)および、tnrnover time (組織の総細胞数に相当する細胞を新生するのに要する時
間)を経時的に追求し、それらを正常歯肉における場合と比較検討した。
その結果、上皮細胞の移動に関しては、炎症の有無に左右されることなく、正常歯肉における場合
とほゾ同様であった。すなわち、その移動は受動的で、あり、 0 ・ E ・では怪芽層、中間層、表層、の順
に歯肉表面にほゾ垂直に移動し、 D.O.E. ではO.E とやや類似の方向と、 E.A. に面した角質層
に除々に近づきつ、歯肉の自由縁または歯肉溝に向う 2 つの方向をとるが、 E.A. ではその移動の方
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向が複雑で、 D.O.E. の角質層に向うもの、中間層より自由縁、または歯肉溝の方向に移動するも
の、さらにエナメル質表面に向い、エナメル小皮になるものがあり、 1 .P .では、大略E:A. に近い
動きを示した。
しかしながら、歯肉各部上皮の radioactive indexは、正常歯肉に比して何れの部においても、何れ
の期間においても高い値を示し、その最高値は、正常歯肉のE.A. 、 D.O.E. 、 O.E. および
1 .P .において、それぞれ11 .58 、 12 . 14 、 8 .29 、 9 .95であったのに対して、実験動物において
は、 19 . 33 、 17 .69 、 17 .32 、 23 .67でしかもE.A. 、 D.O.E. およびO.E. では、正常歯肉に
比して 12~24時間早い時期に最高値に達した。しかし、 1 . P .では、 その radioactive index は正常
歯肉のそれよりもはるかに高い値を示していたにもか冶わらず、最高値に達する時間的なズレは認め
られなかったばかりでなく、上皮下結合織中にHに thymidine に label された新生細胞の多数が認めら
れた。
また、実験動物にみられた歯肉各部上皮の turnover timeは、正常歯肉においては、 E.A. で
5 . 4 日、 D.O.E. で 4 . 6 日、 O.E. で 5 . 7 日、 1 . P .で 4 . 7 日であったのに対-して、そ
れぞれ、 3 . 7 日、 3 . 4 日、 3 . 3 日、 4 . 2 日に短縮していた。
以上の結果から判断すると、炎症によって歯肉上皮の細胞代謝は一般に充進するが、 E.A. 、
D.O.E. 、 O.E. 各部の細胞代謝は、 Messier& Leblond (1960) らのいうとrenewing"ノの型を
とるが、 1 . P .に関しては、むしろとexpanding" の様相を示すばかりでなく、上皮下結合織の細胞
も旺盛に新生増生するもので、ごれらの事実とわれわれの臨床において遭遇する慢性辺縁性歯肉炎に、
その病変が歯間乳頭部の腫大にはじまる事実と考え合わすとき、甚だ興味深く、本研究はその間の状
況をよく説明し得るのではないかと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は歯肉上皮の細胞代謝について、 H3-thymidine を用いて実験的に研究したものであるが、従
来ほとんど行なわれなかった慢性歯肉炎の細胞代謝におよぼす影響について観察したものである。そ
の結果、正常歯肉にくらべて、歯肉各部における歯肉上皮細胞の移動の方向については、炎症の影響が
認められなかったが、 radioactive indexの増大、その最高値を示す時期の早期出現、および、turnover time 
の短縮を認めたものの、歯間乳頭部だけはradicactive indexの最高値の出現する時期的ズレがなかっ
た。以上のことから、慢性炎症時の歯肉各部、特に歯間乳頭部における細胞代謝の動態について重要
な知見を得たものとして、価値ある業績であると認める。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資
格があるものと認める。
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